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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる系列割当方
法であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる際
に、リファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返しパターンのいずれかを適用する
ことを特徴とする系列割当方法。
【請求項２】
　前記複数の繰り返しパターンは、所定数のセルごとに繰り返し再利用するセル繰り返し
パターンと所定数のセクタごとに繰り返し再利用するセクタ繰り返しパターンとを少なく
とも含むことを特徴とする請求項１に記載の系列割当方法。
【請求項３】
　前記リファレンス信号の種類は、用いられるリファレンス信号系列の最小系列長または
要求される移動局多重数の少なくとも一方に基づいて分類されることを特徴とする請求項
１または２に記載の系列割当方法。
【請求項４】
　前記複数の疑似直交系列は少なくとも１つの系列長を有するグループに構成され、前記
グループを単位として、前記複数の擬似直交系列が前記繰り返しパターンにより再利用さ
れること特徴とする請求項１－３のいずれか１項に記載の系列割当方法。
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【請求項５】
　前記リファレンス信号の種類は、ＰＵＳＣＨ(Physical Uplink Shared Channel)復調用
リファレンス信号、ＰＵＣＣＨ(Physical Uplink Control Channel)復調用リファレンス
信号、およびSoundingリファレンス信号であることを特徴とする請求項１または２に記載
の系列割当方法。
【請求項６】
　前記ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号はデータ送信をする上りリンクの物理チャネル
であるデータチャネルと同一のフレームで送信され、
　前記ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号は制御信号送信をする上りリンクの物理チャネ
ルである制御チャネルと同一のフレームで送信され、
　前記Soundingリファレンス信号は前記データチャネルおよび前記制御チャネルとは独立
に送信される、
　ことを特徴とする請求項５に記載の系列割当方法。
【請求項７】
　前記ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号は前記データチャネルの復調に用い、前記ＰＵ
ＣＣＨ復調用リファレンス信号は前記制御チャネルの復調に用い、前記Soundingリファレ
ンス信号は上りリンクの伝搬路測定に用いる、ことを特徴とする請求項５または６に記載
の系列割当方法。
【請求項８】
　前記ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に用いる疑似直交系列はセル繰り返しパターン
を用い、前記Soundingリファレンス信号に用いる疑似直交系列はセクタ繰り返しパターン
を用いることを特徴とする請求項５－７のいずれか１項に記載の系列割当方法。
【請求項９】
　前記ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に用いる疑似直交系列は、前記セル繰り返しパ
ターンまたは前記セクタ繰り返しパターンのいずれか一方を用いることを特徴とする請求
項８に記載の系列割当方法。
【請求項１０】
　前記セル繰り返しパターンでは、各セルに割り当てられた疑似直交系列に基づく複数の
直交系列が当該セルに含まれる複数のセクタに割り振られることを特徴とする請求項２に
記載の系列割当方法。
【請求項１１】
　前記セクタ繰り返しパターンでは、各セクタが割り当てられた疑似直交系列に基づく複
数の直交系列を有することを特徴とする請求項２に記載の系列割当方法。
【請求項１２】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる系列割当装
置であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる際
に、リファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返しパターンのいずれかを適用する
スケジューリング手段を有すること特徴とする系列割当装置。
【請求項１３】
　前記複数の繰り返しパターンは、所定数のセルごとに繰り返し再利用するセル繰り返し
パターンと所定数のセクタごとに繰り返し再利用するセクタ繰り返しパターンとを少なく
とも含むことを特徴とする請求項１２に記載の系列割当装置。
【請求項１４】
　前記リファレンス信号の種類は、用いられるリファレンス信号系列の最小系列長または
要求される移動局多重数の少なくとも一方に基づいて分類されることを特徴とする請求項
１２または１３に記載の系列割当装置。
【請求項１５】
　前記複数の疑似直交系列は少なくとも１つの系列長を有するグループに構成され、前記
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スケジューリング手段は、前記グループを単位として、前記複数の擬似直交系列を前記繰
り返しパターンにより再利用する、こと特徴とする請求項１２－１４のいずれか１項に記
載の系列割当装置。
【請求項１６】
　前記セル繰り返しパターンでは、各セルに割り当てられた疑似直交系列に基づく複数の
直交系列が当該セルに含まれる複数のセクタに割り振られ、
　前記セクタ繰り返しパターンでは、各セクタが、割り当てられた疑似直交系列に基づく
複数の直交系列を有する、ことを特徴とする請求項１３に記載の系列割当装置。
【請求項１７】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる基地局であ
って、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる際
に、リファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返しパターンのいずれかを適用する
スケジューリング手段を有すること特徴とする基地局。
【請求項１８】
　前記複数の繰り返しパターンは、所定数のセルごとに繰り返し再利用するセル繰り返し
パターンと所定数のセクタごとに繰り返し再利用するセクタ繰り返しパターンとを少なく
とも含むことを特徴とする請求項１７に記載の基地局。
【請求項１９】
　前記リファレンス信号の種類は、用いられるリファレンス信号系列の最小系列長または
要求される移動局多重数の少なくとも一方に基づいて分類されることを特徴とする請求項
１７または１８に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記複数の疑似直交系列は少なくとも１つの系列長を有するグループに構成され、前記
スケジューリング手段は、前記グループを単位として、前記複数の擬似直交系列を前記繰
り返しパターンにより再利用する、こと特徴とする請求項１７－１９のいずれか１項に記
載の基地局。
【請求項２１】
　前記セル繰り返しパターンでは、各セルに割り当てられた疑似直交系列に基づく複数の
直交系列が当該セルに含まれる複数のセクタに割り振られ、
　前記セクタ繰り返しパターンでは、各セクタが、割り当てられた疑似直交系列に基づく
複数の直交系列を有する、ことを特徴とする請求項１８に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記繰り返しパターンと各セクタに割り当てられた直交系列の情報とを関連づけて格納
する記録手段を更に有することを特徴とする請求項２１に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記スケジューリング手段は、前記記録手段に格納された関連づけ情報を移動局に通知
することで上りリンクのリファレンス信号で使用すべき直交系列を決定することを特徴と
する請求項２２に記載の基地局。
【請求項２４】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる基地局との
間で通信可能な移動局であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる制
御情報を前記基地局から受信する受信手段と、
　前記制御情報に従った疑似直交系列を生成する疑似直交系列生成手段と、
　を有し、前記制御情報はリファレンス信号の種類に従って適用される前記複数の繰り返
しパターンのいずれかを示すこと特徴とする移動局。
【請求項２５】
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　前記複数の繰り返しパターンは、所定数のセルごとに繰り返し再利用するセル繰り返し
パターンと所定数のセクタごとに繰り返し再利用するセクタ繰り返しパターンとを少なく
とも含むことを特徴とする請求項２４に記載の移動局。
【請求項２６】
　前記セル繰り返しパターンでは各セルに割り当てられた疑似直交系列に基づく複数の直
交系列が当該セルに含まれる複数のセクタに割り振られ、前記セクタ繰り返しパターンで
は各セクタが割り当てられた疑似直交系列に基づく複数の直交系列を有し、前記繰り返し
パターンと各セクタに割り当てられた直交系列の情報とを関連づけて格納する記憶手段を
更に有することを特徴とする請求項２５に記載の移動局。
【請求項２７】
　前記疑似直交系列から直交系列を生成する直交系列生成手段と、
　前記制御情報として受信した前記関連づけ情報に従って前記疑似直交系列生成手段およ
び前記直交系列生成手段を制御し、上りリンクのリファレンス信号で使用すべき直交系列
を決定する制御手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項２５または２６に記載の移動局。
【請求項２８】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいて、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる複
数の基地局と、
　前記セルまたはセクタに割り当てる制御情報を基地局から受信し、前記制御情報に従っ
て生成した疑似直交系列を用いてリファレンス信号を送信する移動局と、
　を有し、前記基地局は、前記複数の擬似直交系列を前記複数の繰り返しパターンを用い
てセルまたはセクタに割当てる際に、リファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返
しパターンのいずれかを適用することを特徴とする移動通信システム。
【請求項２９】
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおける基
地局から移動局への制御情報の通知方法であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる系
列割当テーブルを前記基地局および前記移動局の双方に用意し、
　リファレンス信号の種類に従って前記系列割当テーブルの系列割当のいずれかを適用す
る制御情報を基地局から移動局へ通知し、
　前記移動局は前記制御情報に従って疑似直交系列を特定し、それを用いてリファレンス
信号を送信することを特徴とする移動通信システムにおける制御情報の通知方法。
【請求項３０】
　コンピュータを、
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる系列割当装
置であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる際
に、リファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返しパターンのいずれかを適用する
スケジューリング手段を有する系列割当装置として機能させることを特徴とするプログラ
ム。
【請求項３１】
　コンピュータを、
　複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成の移動通信システムにおいてリ
ファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいはセクタに割り当てる基地局との
間で通信可能な移動局であって、
　複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパターンを用いてセルまたはセクタに割当てる際
にリファレンス信号の種類に従って前記複数の繰り返しパターンのいずれかを適用する制
御情報を前記基地局から受信する受信手段と、
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　前記制御情報に従った疑似直交系列を生成する疑似直交系列生成手段と、
　を有する移動局として機能させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信システムに係り、特にリファレンス信号（パイロット信号ともいう。
）に用いられるリファレンス信号系列の割当方法および装置と、それを用いた基地局およ
び移動局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、3rd Generation Partnership Project (３ＧＰＰ)において標準化が進められて
いるＬＴＥ（Long Term Evolution）では、広帯域無線アクセスにおける上りリンクのア
クセス方式としてシングルキャリア送信が採用される。シングルキャリア送信は、直交周
波数分割多重(Orthogonal Frequency Division Multiplexing：OFDM)のようなマルチキャ
リア送信と比べて、ピーク対平均雑音電力比 (ＰＡＰＲ：Peak to Average Power Ratio
）が小さく電力効率が優れている。したがって、シングルキャリア送信は、バッテリ容量
に限りがある携帯端末のような移動局（User Equipment:ＵＥともいう。）から基地局（
ｅＮＢともいう。）への上りリンクに適したアクセス方式である。
【０００３】
　上りリンクのリファレンス信号系列にはＣＡＺＡＣ(Constant Amplitude Zero Auto-Co
rrelation)系列が用いられる。ＣＡＺＡＣ系列とは、時間領域および周波数領域において
一定振幅でかつ位相差０以外の自己相関値が０となる系列のことである。時間領域で一定
振幅であることからＰＡＰＲが小さく抑えられ、かつ周波数領域においても一定振幅であ
ることから周波数領域における伝搬路推定に適する系列である。ＣＡＺＡＣ系列の一例と
して、次式で表されるZadoff-Chu系列がある（非特許文献１参照）。
【０００４】
【数１】

【０００５】
　ＣＡＺＡＣ系列の系列数はＣＡＺＡＣ系列の系列長に依存する。上記Zadoff-Chu系列で
は、系列長Ｌが素数の場合に系列数が最大となり、系列数は（Ｌ－１）に等しい。つまり
、ＣＡＺＡＣ系列の系列長が短くなると、異なるＣＡＺＡＣ系列の系列数は小さくなる。
【０００６】
　上りリンクのリファレンス信号系列にＣＡＺＡＣ系列が用いられる場合、複数の移動局
ＵＥのリファレンス信号の多重には、符号分割多重（ＣＤＭ：Code Division Multiplexi
ng）が用いられる（非特許文献２参照）。リファレンス信号のＣＤＭでは、各ユーザは同
一系列長のＣＡＺＡＣ系列を用い、ユーザ（移動局）(またはアンテナ)毎に固有のサイク
リックシフトをすることでリファレンス信号を直交させることができる。以下サイクリッ
クシフトについて簡単に説明する。
【０００７】
　１）サイクリックシフト
　図１５はＣＡＺＡＣ系列に基づくサイクリックシフトを説明するための模式図である。
図１５に示すように、あるＣＡＺＡＣ系列Ｃ１を系列１とすると、その最後部を先頭に付
け替えてシフトさせることで系列２を生成し、さらに系列２の最後部を先頭に付け替えて
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シフトさせることで系列３を生成するというように、順次リング状にシフトさせることで
系列４、系列５、系列６を生成する。これをサイクリックシフトといい、サイクリックシ
フトにより生成されたＣＡＺＡＣ系列をサイクリックシフト系列という。以下、サイクリ
ックシフト系列はシフト量を示す番号を用いてＳ1、Ｓ2・・・というように表記される。
【０００８】
　上述したようにＣＡＺＡＣ系列の自己相関値は位相差０以外で常に０となるので、最後
部から先頭に付け替えるサイクリックシフト量が想定される最大遅延パス時間以上であれ
ば、マルチパス環境においても複数のリファレンス信号を直交させることができる。例え
ば、ＬＴＥの伝搬路モデルは、最大遅延パスが約５μsec、１つのロングブロックが６６
．６μsecであるから、理論上は６６．６／５の計算から１３個のサイクリックシフト系
列を得ることが可能である。ただし、フィルタの影響等でパスのインパルス応答は広がっ
てしまうため、実際に直交可能であるサイクリックシフト系列数は６程度とされている（
非特許文献３参照）。
【０００９】
　２）リファレンス信号
　ＬＴＥの上りリンクのリファレンス信号は、大きく３種類に分類することができる。主
にデータを送信するＰＵＳＣＨ(Physical Uplink Shared Channel)を復調のためのリファ
レンス信号、制御信号を送信するＰＵＣＣＨ(Physical Uplink Control Channel)を復調
のためのリファレンス信号、および、上りリンクの伝搬路品質を測定するためのリファレ
ンス信号あるいはＣＱＩ測定用リファレンス信号（以下、Soundingリファレンス信号とい
う。）である。
【００１０】
　図１６は、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨとそれらの復調用リファレンス信号およびSoun
dingリファレンス信号とを含むスロットのリソース割当の一例を示すフォーマット図であ
る。１スロットは７個のロングブロック（ＬＢ：Long Block）で構成される。ＰＵＣＣＨ
には全帯域の端のリソースブロック（ＲＢ：Resource Block）が割り当てられ、ＰＵＣＣ
ＨとＰＵＳＣＨはＦＤＭで多重される。なお、１リソースブロックは１２サブキャリアで
構成される。
【００１１】
　また、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨとそれらの復調に用いるリファレンス信号とは、それぞ
れの帯域に時間分割多重（ＴＤＭ）される。Soundingリファレンス信号は、ＰＵＣＣＨお
よびＰＵＳＣＨの復調に用いるリファレンス信号とは別に広帯域のリソースに割り当てら
れる。
【００１２】
　なお、ＬＴＥでは、１ユーザが制御信号と上りデータとを同一のスロットで送信する場
合、制御信号はデータと一緒にＰＵＳＣＨを用いて送信され、制御信号のみを送信をする
場合にはＰＵＣＣＨを用いて送信されることが規定されている。以下、それぞれのリファ
レンス信号の特徴を説明する。
【００１３】
　ａ）ＰＵＳＣＨを復調するためのリファレンス信号
　主に上りリンクのデータ送信に用いるＰＵＳＣＨは局所周波数分割多重(Localized Fre
quency Division Multiplexing: LFDM)を用いてユーザ多重を行う。従って、ＰＵＳＣＨ
を復調するためのリファレンス信号も同様にＬＦＤＭでユーザ多重を行うことになる。Ｐ
ＵＳＣＨの最小送信帯域は、標準化において１リソースブロック（１２サブキャリア）に
規定されているので、ＰＵＳＣＨの復調に用いるリファレンス信号の帯域も同様に１２サ
ブキャリアとなる。１２以下の最大の素数Ｌ＝１１であるから、リファレンス信号系列に
用いることができる異なるＣＡＺＡＣ系列の系列数はＬ－１＝１０となる。
【００１４】
　空間多重化技術であるＭＩＭＯ(Multiple Input Multiple Output)を適用しない場合、
ＰＵＳＣＨに用いるリソースブロックは１ユーザで帯域が占有されるため、ＰＵＳＣＨの
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復調に用いるリファレンス信号のユーザ多重は必要ない。
【００１５】
　これに対して、ＭＩＭＯを適用する場合には、ＳＵ－ＭＩＭＯ（Single User ＭＩＭＯ
）では各アンテナのリファレンス信号多重、ＭＵ－ＭＩＭＯ（Multi User ＭＩＭＯ）で
はユーザ間のリファレンス信号多重が必要となる。ただし、ＭＩＭＯを適用する場合のリ
ファレンス信号多重はＣＤＭを用いることが規定されているので、リファレンス信号系列
長は小さくならない。従って、基本的にはセルあたりのサイクリックシフト系列数はＳＵ
－ＭＩＭＯの送信アンテナ数またはＭＵ－ＭＩＭＯのユーザ多重数程度で十分である。
【００１６】
　ｂ）ＰＵＣＣＨを復調するためのリファレンス信号
　ＬＴＥでは、下りリンクの信号に関するフィードバック情報を上りリンクの制御信号と
して送信する必要がある。これはデータ非依存制御信号(data-non-associated control s
ignal）であり、以下、単に制御信号という。上りリンクの制御信号には、下りリンクの
情報が誤りなく受信できたかを示す肯定応答／否定応答(Acknowledgment／Negative Ackn
owledgment、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ)、下りリンクの伝搬路の品質を示す伝搬路品質指示情報(
Channel Quality Indicator: ＣＱＩ)、ＭＩＭＯに関する情報などが含まれる。ＬＴＥで
は、１ユーザが制御信号と上りデータとを同一のスロットで送信する場合、制御信号はデ
ータと一緒にＰＵＳＣＨを用いて送信され、制御信号のみを送信をする場合にはＰＵＣＣ
Ｈを用いて送信されることが規定されている。
【００１７】
　ＰＵＣＣＨは、制御信号のカバレッジを確保するために、たとえば図１５に示すような
狭帯域で送信されることが標準化で規定されている。また、ＰＵＣＣＨの狭帯域送信にお
いて、より大きい周波数ダイバーシチ効果を得るために、ＰＵＣＣＨのユーザ多重はＰＵ
ＣＣＨの帯域に拡散するＣＤＭを用いることが標準化で規定されている。このとき、拡散
符号に用いる系列としてＣＡＺＡＣ系列を用いることにより、上述したリファレンス信号
のＣＤＭ多重と同様に、ユーザ間で直交させることが可能となる。
【００１８】
　ＰＵＣＣＨの復調に用いるリファレンス信号もユーザ多重する必要があるが、離散周波
数分割多重（ＤＦＤＭ：Distributed FDM）でユーザ多重を行うと、リファレンス信号の
系列長が小さくなり使用できるＣＡＺＡＣ系列数が小さくなってしまう。そのため、ＰＵ
ＣＣＨの復調に用いるリファレンス信号のユーザ多重には、リファレンス信号の系列長が
小さくならず、ＣＡＺＡＣ系列数が確保できるＣＤＭが採用されている。ただし、ＰＵＣ
ＣＨは、上述したように、下りリンクでデータを受信するユーザ端末（ＵＥ）からのＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫだけではなく、下りリンクデータ送信のスケジューリング待ちをしているユ
ーザの下りリンク品質を示すＣＱＩも送信する必要がある。このために、ＰＵＣＣＨのユ
ーザ多重数は、下りリンクのデータ(ＰＤＳＣＨ: Physical Downlink Shared Channel)を
送信しているユーザ数よりも多くなる。
【００１９】
　図１７はＰＵＣＣＨのスロット構成の一例を示すフォーマット図である。１スロットは
７個のロングブロック（ＬＢ）で構成され、ＰＵＣＣＨではリファレンス信号ＲＳが１ス
ロットあたり２～３個のロングブロックを含む。そこで、リファレンス信号のブロック（
ここでは３個のＬＢ）をそれぞれユーザ固有の直交符号でブロック拡散することにより（
Walsh covering）、ＣＤＭ多重数を増やすことも可能である。ブロック拡散を行うことに
より、ＰＵＣＣＨの復調に用いるリファレンス信号のＣＤＭ多重数を２～３倍に増やすこ
とができる（非特許文献４参照）。
【００２０】
　なお、ＰＵＣＣＨの帯域は、１リソースブロック（１２サブキャリア）程度と考えられ
ている(非特許文献５参照)。従って、ＰＵＳＣＨで説明したように、ＰＵＣＣＨの復調に
用いるリファレンス信号のＣＡＺＡＣ系列数は１０となる。
【００２１】
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　ｃ）Soundingリファレンス信号
　ＬＴＥでは、復調に用いるリファレンス信号の他に、上りリンクの伝搬路品質を測定す
るためのSoundingリファレンス信号を送信する。基地局は移動局が送信するSoundingリフ
ァレンス信号を用いて上りリンクの伝搬路品質を測定し、伝搬路依存の周波数スケジュー
リングを行うことにより、マルチユーザダイバーシチ効果を得ることができる。Sounding
リファレンス信号は、少なくとも上りリンクデータ送信中のユーザおよびスケジューリン
グ待ちのユーザが送信する必要があるため、同一の帯域に多くのユーザを多重する必要が
ある。なお、Soundingリファレンス信号のユーザ多重は、異なる帯域幅のユーザ間では周
波数分割多重(Frequency Division Multiplexing:ＦＤＭ)、同一帯域幅のユーザ間ではＣ
ＡＺＡＣ系列長が短くならないＣＤＭを用いることが規定されている。
【００２２】
　Soundingリファレンス信号の帯域は、伝搬路依存の周波数スケジューリングのマルチユ
ーザダイバーシチ効果を得るために、１リソースブロック（１２サブキャリア）よりも広
い帯域で送信されることが考えられ、現在、最低６リソースブロック程度と考えられてい
る（非特許文献６参照）。ただし、離散周波数分割多重(Distributed Frequency Divisio
n Multiplexing:ＤＦＤＭ)でユーザ多重される場合は、実際に送信されるサブキャリア数
は１／ＲＰＦ（Repetition Factor:繰り返し数）となる。例えば、６リソースブロックで
ＲＰＦ＝２程度を仮定すると、Soundingリファレンス信号は３リソースブロック（３６サ
ブキャリア）程度の帯域幅と考えられている。３６サブキャリアの場合、３６以下の最大
の素数Ｌ＝３１であるから、ＣＡＺＡＣ系列は３０となる。
【００２３】
　３）系列のグループ化
　ＬＴＥでは、ＰＵＳＣＨの送信帯域幅が可変であるため、ＰＵＳＣＨの復調に用いるリ
ファレンス信号の系列長も可変となる。また、Soundingリファレンス信号についても、複
数の送信帯域幅を持つことが考えられている（非特許文献６参照）。従って、複数の系列
長のリファレンス信号系列を使い分ける必要がある。一般に、セル間干渉抑圧の観点から
相互相関値の小さい系列を隣接セル間のリファレンス信号系列として割り当てることが望
ましいが、系列長が異なるＣＡＺＡＣ系列間の相互相関は必ずしも小さくならない。
【００２４】
　そこで、隣接セルのＣＡＺＡＣ系列間の相互相関特性をできる限り小さくなるように考
慮し、複数系列長のＣＡＺＡＣ系列をグループ化し、グループを単位としてＣＡＺＡＣ系
列を割り当てる方法が提案されている（非特許文献７および８参照）。
【００２５】
　非特許文献８に記載されたグループ化の一例によれば、１リソースブロック（系列長１
２）の系列Ｃ1.1；２リソースブロック（系列長２４）の系列Ｃ2.1、Ｃ2.2；３リソース
ブロック（系列長３６）の系列Ｃ3.1、Ｃ3.2、Ｃ3.3；・・・を１つのグループ、１リソ
ースブロック（系列長１２）の別の系列Ｃ1.2；２リソースブロック（系列長２４）の別
の系列Ｃ2.3、Ｃ2.4；３リソースブロック（系列長３６）の別の系列Ｃ3.4、Ｃ3.5、Ｃ3.

6；・・・を別のグループ、というようにして複数のグループを構成する。系列長が長い
ほど使用できるＣＡＺＡＣ系列数が大きくなるため、グループあたりの系列数を大きくす
ることができる。
【００２６】
　４）系列の割当
　セルラシステムでは、隣接セル間で同一のリファレンス信号系列を用いるとセル間干渉
となってしまうため、同一系列を用いる場合は繰り返し距離をできるだけ大きくすること
が必要である。以下、リファレンス信号系列としてＣＡＺＡＣ系列を用いる場合の系列割
当方法を説明する。
【００２７】
　図１８（Ａ）はセル構成の一例を示す模式図、図１８（Ｂ）はリファレンス信号系列と
してＣＡＺＡＣ系列を用いるときの系列割当の一例を示す模式図、図１８（Ｃ）は系列割
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当の他の例を示す模式図である。図１８（Ａ）に示すように、任意のセル＃ｉは、複数の
セクタ（ここでは３つのセクタ＃ｉ．１、＃ｉ．２、＃ｉ．３）からなる構成を有するも
のとする。「セクタ」および「セル」はそれぞれ「Ｃｅｌｌ」および「ｅＮＢ」と呼ばれ
ることもある。「Ｃｅｌｌ」および「ｅＮＢ」を用いれば、複数のＣｅｌｌで１基地局（
ｅＮＢ）が構成されると定義することもできる。ここでは例として、リファレンス信号が
１リソースブロック（系列長１２）の場合についてのみ示している。また、図中の系列Ｃ

1.1、Ｃ1.2、Ｃ1.3、・・・Ｃ1.9はそれぞれ異なるＣＡＺＡＣ系列を示し、Ｓ1、Ｓ2・・
・は各ＣＡＺＡＣ系列に基づくサイクリックシフト系列をそれぞれ示す（以下同様）。
【００２８】
　図１８（Ｂ）に示すセルラシステムは、１つのセルが３つのセクタを有し、上述した３
種類のリファレンス信号について、各セクタに１つのＣＡＺＡＣ系列が割り当てられてい
る（セクタ繰り返し割当、あるいはCell-specific割当ともいう。）。ここでは９個のＣ
ＡＺＡＣ系列Ｃ1.1～Ｃ1.9がセクタに繰り返し割り当てられるので、３セルごとに同じＣ
ＡＺＡＣ系列が繰り返し割り当てられることとなる。
【００２９】
　図１８（Ｃ）に示すセルラシステムも１つのセルが３つのセクタを有するが、上述の３
種類のリファレンス信号について、各基地局（セル）に１つのＣＡＺＡＣ系列が割り当て
られる（セル繰り返し割当、あるいはeNB-specific割当ともいう。）。セル繰り返し割当
では、各セルに割り当てられたＣＡＺＡＣ系列Ｃのサイクリックシフト系列Ｓを当該基地
局のそれぞれのセクタに割り当てている。ここでは９個のＣＡＺＡＣ系列Ｃ1.1～Ｃ1.9が
セルに繰り返し割り当てられるので、９セルごとに同じＣＡＺＡＣ系列が繰り返し割り当
てられ、さらに各セルを構成する３つのセクタに当該ＣＡＺＡＣ系列の異なるサイクリッ
クシフト系列が割り当てられることとなる。
【００３０】
【非特許文献１】B. M. Popovic, "Generalized Chirp-Like Polyphase Sequences with 
Optimum Correlation Properties," IEEE Transactions on Information Theory, Vol.38
, No.4, pp1406-1409, July 1992.
【非特許文献２】3GPP R1-060925 Texas Instruments, "Comparison of Proposed Uplink
 Pilot Structures For SC-OFDMA, "March 2006.
【非特許文献３】3GPP R1-071294 Qualcomm Europe, "Link Analysis and Multiplexing 
Capability for CQI Transmission," March 207
【非特許文献４】3GPP R1-071293 Qualcomm Europe, "Link Analysis and Multiplexing 
Capability for UL ACK," March 2007.
【非特許文献５】3GPP R1-070782 Motorola, "Multiplexing of UL L1/L2 control signa
ls in the absence of data," Feb. 2007
【非特許文献６】3GPP R1-072429 NTT DoCoMo, Fujitsu, Mitsubishi Electric, NEC, Pa
nasonic, Sharp, Toshiba Corporation, "Necessity of Multiple Bandwidth for Soundi
ng Reference Signals" May 2007
【非特許文献７】3GPP R1-070367, Huawei, "Sequence Allocation Method for E-UTRA U
plink Reference Signal," Jan. 2007
【非特許文献８】3GPP R1-072467, Ericsson, "Uplink reference-signal (DM) structur
e," May 2007
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　しかしながら、図１８（Ｂ）に示すセクタ繰り返し割当方法では、特にＣＡＺＡＣ系列
の系列数が小さい場合に、同一のリファレンス信号を用いるセルの繰り返し距離が小さく
なり、セル間干渉が問題となる。ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨの復調に用いるリファレン
ス信号系列に用いるＣＡＺＡＣ系列の系列数が最小の１０である場合、系列は９セクタご
との繰り返しとなり、結局、３セル繰り返し相当の干渉が発生してしまう。たとえば第１
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セルのセクタ１．１と第４セルのセクタ４．１とに同じＣＡＺＡＣ系列Ｃ1.1が割り当て
られる。
【００３２】
　一方、図１８（Ｃ）に示すセル繰り返し割当方法では、セクタ間で直交させるためにサ
イクリックシフト系列を用いているため、セクタあたりのユーザ多重に用いるサイクリッ
クシフト系列数が小さくなり、その結果、リファレンス信号のＣＤＭユーザ数が小さくな
ってしまう。すなわち、上述したように、例えば第１セルに割り当てられたＣＡＺＡＣ系
列Ｃ1.1に対しては６つのサイクリックシフト系列Ｓ1、Ｓ2・・・Ｓ6を利用することがで
きるので、各セクタに割り当てることができる系列数は２つだけであり、従って、すべて
のリファレンス信号において、同一の帯域幅にＣＤＭを用いて多重できるユーザ数は２と
なってしまう。
【００３３】
　このように、セクタ繰り返し割当では、セクタあたりのサイクリックシフト系列数を大
きくできるが、同一のＣＡＺＡＣ系列の繰り返し距離は小さくなる。逆に、セル繰り返し
割当では、同一のＣＡＺＡＣ系列の繰り返し距離は大きくできるが、セクタ当たりのサイ
クリックシフト系列数は小さくなる。したがって、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの復調用リフ
ァレンス信号およびSoundingリファレンス信号のような全ての種類のリファレンス信号系
列に対して、セクタ繰り返しおよびセル繰り返しのいずれか一方を用いることは、セクタ
あたりのサイクリックシフト系列数と繰り返し距離のいずれかが小さくなることを避ける
ことができない。
【００３４】
　本発明の目的は、セル間干渉の影響を低減するとともにセクタあたりのＣＤＭを用いて
多重できるユーザ数を多くすることができる系列割当方法および装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００３５】
　本発明による系列割当方法は、複数のセルを有し各セルに複数のセクタが含まれる構成
の移動通信システムにおいてリファレンス信号に用いられる擬似直交系列をセルあるいは
セクタに割り当てる系列割当方法であって、複数の擬似直交系列を複数の繰り返しパター
ンを用いてセルまたはセクタに割当てる際に、リファレンス信号の種類に従って前記複数
の繰り返しパターンのいずれかを適用すること特徴とする。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明によれば、セル間干渉の影響を低減するとともにセクタあたりのＣＤＭを用いて
多重できるユーザ数を多くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　以下、本発明の実施例について詳細に説明するが、説明を煩雑にしないために、図１８
（Ａ）に示すセル構成を一例として取りあげる。すなわち、１つの基地局（ｅＮＢ）は、
３つのセクタからなるセル構成を有するものとする。ただし、本発明はセクタ数を３個に
限定するものではない。なお、これら「セクタ」および「セル」は、それぞれ「Ｃｅｌｌ
」および「ｅＮＢ」と呼ばれることもある。また、リファレンス信号系列にはＣＡＺＡＣ
系列を用いるものとする。
【００３８】
　１．第１実施例
　図１（Ａ）は本発明の第１実施例におけるリファレンス信号系列グループのセル繰り返
し割当の一例を示すセル構成図であり、図１（Ｂ）は本実施例におけるリファレンス信号
系列グループのセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。ここでは、９個のセ
ル＃１～＃９を例示しており、各セル＃ｉは３個のセクタ＃ｉ．１～＃ｉ．３を有するも
のとする。なお、図１（Ａ）と図１（Ｂ）とは同じセル＃１～＃９を図示している。
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【００３９】
　図中のＧ1～Ｇ9は、後述するグループをそれぞれ示し、Ｓ1、Ｓ2・・・Ｓ6は任意のリ
ファレンス信号系列に基づく６個のサイクリックシフト系列を示す。また図中の表記「Ｓ

1,4」は２つのサイクリックシフト系列Ｓ1およびＳ4を示し、「Ｓx,y」は２つのサイクリ
ックシフト系列ＳxおよびＳyを示す。また表記「Ｓ1-6」は６つのサイクリックシフト系
列Ｓ1～Ｓ6を示す。以下同様である。
【００４０】
　なお、既に述べたように、サイクリックシフト系列Ｓ1、Ｓ2・・・は一般的表記であり
、同じ表記であっても、それらの元となるリファレンス信号系列が異なれば当然異なった
系列となる。たとえば、図１（Ａ）において、セル＃１のセクタ＃１．１に割り当てられ
たグループＧ1におけるサイクリックシフト系列Ｓ1,4は、グループＧ1に属するあるリフ
ァレンス信号系列に基づく６つのサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの１番目と４番
目のサイクリックシフト系列Ｓ1およびＳ4を示している。同様に、セル＃２のセクタ＃２
．１に割り当てられたグループＧ2におけるサイクリックシフト系列Ｓ1,4は、グループＧ

2に属するあるリファレンス信号系列に基づく６つのサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6の
うちの１番目と４番目のＳ1およびＳ4を示している。したがって、両者は同じ「Ｓ1,4」
で表記されていても、元になるリファレンス信号系列が異なっているので、異なったサイ
クリックシフト系列である。
【００４１】
　本発明によれば、リファレンス信号の特徴および要求に応じてリファレンス信号系列の
割当方法を選択する。本実施例では、ＰＵＳＣＨ(Physical Uplink Shared Channel) お
よびＰＵＣＣＨ(Physical Uplink Control Channel)に用いるリファレンス信号系列グル
ープは、図１（Ａ）に示すようにセル繰り返し割当を用いる。また、Soundingリファレン
ス信号系列グループは、図１（Ｂ）に示すように、セクタ繰り返し割当を用いる。以下、
本実施例で使用される系列グループおよびリファレンス信号の特徴および条件について説
明した後で、本実施例によるリファレンス信号系列割当方法について詳細に説明する。
【００４２】
　１．１）グループ化
　系列グループの割当は、既に述べたように、系列長の異なる複数のリファレンス信号系
列を使い分ける必要があるものの系列長が異なるＣＡＺＡＣ系列間の相互相関が必ずしも
小さくならないという観点から提案されている（非特許文献７および８参照）。すなわち
、系列グループの割当では、ＣＡＺＡＣ系列間の相互相関特性を考慮して複数系列長のＣ
ＡＺＡＣ系列をグループ化し、グループを単位としてＣＡＺＡＣ系列を割り当てる。この
ような相互相関が十分小さいが０ではない異なるＣＡＺＡＣ系列を「疑似直交系列」と呼
ぶこととする。また、この疑似直交系列に基づいて生成される系列、たとえば上述したＣ
ＡＺＡＣ系列に対してサイクリックシフトをすることにより生成されるサイクリックシフ
ト系列を「直交系列」と呼ぶこととする。以下、本実施例で使用される系列グループ化の
一例を示す。
【００４３】
　図２は複数系列長のＣＡＺＡＣ系列を含むグループを示す図である。グループ番号Ｇ1

～Ｇ9は、それぞれ異なるＣＡＺＡＣ系列（疑似直交系列）のグループを示す。たとえば
、１個のリソースブロック（ここでは系列長１２であるからＬ＝１１）の場合には９個の
ＣＡＺＡＣ系列Ｃ1.1～Ｃ1.9がそれぞれグループＧ1～Ｇ9に振り分けられる。同様に、２
個のリソースブロック（ここでは系列長２４であるからＬ＝２３）の場合には１８個のＣ
ＡＺＡＣ系列Ｃ2.1～Ｃ2.18が２個ずつ、３個のリソースブロック（ここでは系列長３６
であるからＬ＝３１）の場合には２７個のＣＡＺＡＣ系列Ｃ3.1～Ｃ3.27が３個ずつ・・
・というように、Ｎ個のリソースブロックの場合には（９×Ｎ）個のＣＡＺＡＣ系列がＮ
個ずつグループＧ1～Ｇ9にそれぞれ振り分けられる。これにより、たとえばグループＧ1

には、１リソースブロックの系列Ｃ1.1、２リソースブロックの系列Ｃ2.1およびＣ2.2、
３リソースブロックの系列Ｃ3.1、Ｃ3.2およびＣ3.3、・・・が含まれる。以下同様にし



(12) JP 5024533 B2 2012.9.12

10

20

30

40

50

て各グループが構成されている。
【００４４】
　本実施例によれば、このように構成されたグループＧ1～Ｇ9を単位とし、次に述べるリ
ファレンス信号の種類（ここでは特徴および要求条件）に従って、図１（Ａ）ではセル繰
り返し、図１（Ｂ）ではセクタ繰り返しによってそれぞれＣＡＺＡＣ系列の割当を行う。
【００４５】
　１．２）リファレンス信号の特徴および要求条件
　本実施例によれば、リファレンス信号の特徴および要求条件を考慮して各リファレンス
信号に対して適切な系列割当方法を選択することにより、セクタあたりのサイクリックシ
フト系列数と繰り返し距離とを共に大きくすることができる。以下、背景技術の項の２）
で述べた各種リファレンス信号の特徴および要求条件をまとめて記載しておく。
【００４６】
　ａ）ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号
特徴：
・ＭＩＭＯを適用しない場合には、サイクリックシフト系列によるＣＤＭはユーザ多重の
ために用いない。ＭＩＭＯを適用する場合のみＣＤＭが用いられる。
・系列長は周波数スケジューリングに依存して変化する。最小系列長は１２である。
要求条件：
・繰り返し距離が長いこと。
【００４７】
　ｂ）ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号
特徴：
・サイクリックシフト系列によるＣＤＭがユーザ多重のために用いられる。
・下りリンクデータの送信先である移動局ＵＥからＡＣＫ／ＮＡＣＫが送信されるだけで
なく、下りリンクリソースのスケジューリング待ちの移動局ＵＥからもＣＱＩが送信され
るので、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号を送信する移動局ＵＥの数は多い。
・系列長は１２である。
要求条件：
・繰り返し距離が長いこと。
・リソースの効率的利用のためにできるだけ多くの移動局ＵＥを多重すること。
【００４８】
　ｃ）Soundingリファレンス信号
特徴：
・サイクリックシフト系列によるＣＤＭがユーザ多重のために用いられる。
・最小系列長は約３６である（帯域幅ＢＷ＝１．２５ＭＨｚ、繰り返しファクタＲＰＦ＝
２の場合）。
・上りリンクデータを送信する移動局ＵＥだけでなく、上りリンクリソースのスケジュー
リング待ちの移動局ＵＥも送信するので、Soundingリファレンス信号を送信する移動局Ｕ
Ｅの数は多い。
要求条件：
・繰り返し距離が長いこと。
・リソースの効率的利用のためにできるだけ多くの移動局ＵＥを多重すること。
【００４９】
　以上述べた各種リファレンス信号の特徴および要求条件を考慮の上、各種リファレンス
信号ごとに系列割当を決定することが望ましい。
【００５０】
　１．３）リファレンス信号に対する系列割当
　本実施例によれば、以上述べた特徴および要求条件を考慮して、ＰＵＳＣＨおよびＰＵ
ＣＣＨ復調用リファレンス信号に対してはセル繰り返し割当を、Soundingリファレンス信
号に対してはセクタ繰り返し割当をそれぞれ適用する。
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【００５１】
　ａ）ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対する系列割当
　図１（Ａ）に示すように、ＰＵＳＣＨを復調するためのリファレンス信号に対するグル
ープ割当はセル繰り返しを用いる。すなわち９個のグループＧ1～Ｇ9をそれぞれ異なるセ
ル＃１～＃９に割り当てる。ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号の場合にセル繰り返し割
当を適用する理由は次の通りである：
　・セル繰り返し割当は、セクタ繰り返し割当に比べて、同一のＣＡＺＡＣ系列の繰り返
し距離を大きく取ることができる；
　・セクタあたりのサイクリックシフト系列数が２であれば、ＳＵ－ＭＩＭＯ適用時の２
アンテナ多重をサポートすることができる。さらに、１スロット内にＰＵＳＣＨ復調用リ
ファレンス信号のためのロングブロックが２つある場合には、ブロック拡散（Walsh cove
ring）を提供することにより、２倍の４アンテナ多重をサポートすることもできる；
　・セクタ繰り返し割当では、繰り返し距離が特に最小系列長（＝１２）の場合に十分で
はない。
【００５２】
　図１（Ａ）において、各セルでは、割り当てられたグループに属する任意のリファレン
ス信号系列に基づく６つのサイクリックシフト系列Ｓ1-6を当該セル内の３つのセクタに
それぞれ割り振る。したがって、３つのセクタそれぞれに２つのサイクリックシフト系列
（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3,6）が割り当てられ、各セクタで２ユーザの直交化が
可能となる。
【００５３】
　たとえば、グループＧ1が割り当てられたセル＃１の第１セクタ＃１．１において、Ｐ
ＵＳＣＨの送信帯域が２リソースブロックであれば、リファレンス信号系列Ｃ2.1の２つ
のサイクリックシフト系列Ｓ1およびＳ4を割り当てることができる。ＭＩＭＯを適用しな
い場合にはＰＵＳＣＨに用いるリソースブロックは１ユーザで帯域が占有されるため復調
用リファレンス信号のユーザ多重は必要ないが、ＭＩＭＯを適用する場合にはＳＵ－ＭＩ
ＭＯでは各アンテナのリファレンス信号多重、ＭＵ－ＭＩＭＯではユーザ間のリファレン
ス信号多重が必要となる。このように、各セクタのサイクリックシフト系列は、セクタ間
のリファレンス信号の直交化とＭＩＭＯ適用時のリファレンス信号の直交化に用いること
ができる。
【００５４】
　なお、３つのセクタのそれぞれに割り当てられる２つのサイクリックシフト系列Ｓ1,4

、Ｓ2,5およびＳ3,6は一例であり、それぞれＳ1,2、Ｓ3,4およびＳ5,6であってもよい。
【００５５】
　ｂ）ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対する系列割当
　図１（Ａ）に示すように、本実施例によれば、ＰＵＣＣＨを復調するためのリファレン
ス信号に対してもセル繰り返しを用いる。本実施例において、ＰＵＣＣＨ復調用リファレ
ンス信号の場合にセル繰り返し割当を適用する理由は次の通りである：
　・セル繰り返し割当は、上述したようにセクタあたりのサイクリックシフト系列数が小
さくなり、従ってＰＵＣＣＨに対する移動局ＵＥのＣＤＭ多重数も小さくなるが、ＣＤＭ
ユーザ多重数は、ブロック拡散（Walsh covering）を適用することにより増加させること
ができる。たとえば、１スロット内にＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号のためのロング
ブロックが３つある場合には、セクタあたり２つのサイクリックシフト系列が使用可能で
あれば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信時にWalsh coveringを適用することで、ＣＤＭユーザ多重
数を最大約６ユーザ（２×３）にすることができる；
　・セクタ繰り返し割当では６個のサイクリックシフト系列が使用可能であるから、同様
のケースでWalsh coveringを適用することでＣＤＭユーザ多重数を最大１８ユーザ（６×
３）に増加させることができるが、同一のリファレンス信号系列の繰り返し距離は短い。
以上より、本実施例ではＰＵＣＣＨにはセル繰り返し割当が採用される。
【００５６】



(14) JP 5024533 B2 2012.9.12

10

20

30

40

50

　このように、セル繰り返し割当は、同一のＣＡＺＡＣ系列の繰り返し距離が大きく取れ
るので、ＰＵＳＣＨに用いるリファレンス信号と同等にセル間干渉を抑えることができる
。この場合、それぞれのＣＡＺＡＣ系列のサイクリックシフト系列は、セル間のリファレ
ンス信号の直交化とＰＵＣＣＨを送信しているユーザのリファレンス信号の直交化に用い
られる。
【００５７】
　ｃ）Soundingリファレンス信号に対する系列割当
　図１（Ｂ）に示すように、Soundingリファレンス信号に対するグループ割当はセクタ繰
り返しを用いる。すなわち、９個のグループＧ1～Ｇ9をそれぞれ異なるセクタ＃１．１、
＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２・・・に順次割り当てる。ここでは、セル＃１
のセクタ＃１．１～＃１．３にグループＧ1、Ｇ4およびＧ7がそれぞれ割り当てられ、セ
ル＃２のセクタ＃２．１～＃２．３にグループＧ2、Ｇ5およびＧ8がそれぞれ割り当てら
れ、・・・というようにセクタ繰り返しでグループが割り当てられている。ただし、この
グループの割当順は一例であり、たとえばセル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３にグルー
プＧ1～Ｇ3をそれぞれ割り当てることも可能である。
【００５８】
　ただし、同じグループが割り当てられている場合でも、リソースブロック数が大きい場
合には、図２に例示するように、そのグループに含まれるリファレンス信号系列は多くな
るので、その系列数以下であれば異なる系列を割り当てることができる。たとえば、セル
＃１のセクタ＃１．１に割り当てられたグループとセル＃４のセクタ＃４．１に割り当て
られたグループとは同じグループＧ1であるが、図２のグループＧ1の３リソースブロック
の欄から分かるように、異なるリファレンス信号系列Ｃ3.1およびＣ3.2をそれぞれ割り当
てることができる。詳しくは後述する。
【００５９】
　このように割り当てることで、各セクタでは、割り当てられたグループのリファレンス
信号系列に基づく最大個数のサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ

6）を利用することが可能となる。Soundingリファレンス信号の場合にセクタ繰り返し割
当を適用する理由は次の通りである：
　・セル繰り返し割当では繰り返し距離を大きく取ることができるが、セクタあたりの使
用可能なサイクリックシフト系列数は少ない。この例では２つのサイクリックシフト系列
が使用可能である；
　・セクタ繰り返し割当では、広帯域なのでリファレンス信号系列数が大きくなる。した
がって、セクタ繰り返し割当が適用されても繰り返し距離は十分である。この例では、セ
クタあたり６つのサイクリックシフト系列が使用可能である。
【００６０】
　上述したように、Soundingリファレンス信号のＣＡＺＡＣ系列の最小系列長（ここでは
３６）は、ＰＵＳＣＨやＰＵＣＣＨの復調に用いるＣＡＺＡＣ系列の最小系列長（ここで
は１２）に比べて大きくなるため、系列数も多くなり繰り返し距離の問題は小さい。従っ
て、Soundingリファレンス信号の系列割当には、サイクリックシフト系列の系列数が大き
くできるセクタ繰り返しが適している。この場合、それぞれのＣＡＺＡＣ系列のサイクリ
ックシフト系列はすべてSoundingリファレンス信号を送信しているユーザの直交化に用い
ることができる。
【００６１】
　１．４）系列割当テーブル
　本実施例によれば、上述した各種リファレンス信号の特徴および要求条件を考慮して、
図１（Ａ）および図１（Ｂ）に示すように、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ復調用リファレ
ンス信号に対してはセル繰り返し割当を、Soundingリファレンス信号に対してはセクタ繰
り返し割当をそれぞれ適用する。この割当方法をセル／セクタごとにみると次のように記
述できる。
【００６２】
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　図３は本発明の第１実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。ここでは、図１（Ａ）および図１（Ｂ）で示すように、各セル／セ
クタにおけるＣＡＺＡＣ系列グループＧ1～Ｇ9およびそれぞれのサイクリックシフト系列
Ｓ1～Ｓ6の使用例が示されている。
【００６３】
　たとえばセル＃１では、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列に対してはグループＧ

1が割り当てられ、セクタ＃１．１、＃１．２および＃１．３には、６つのサイクリック
シフト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの２つずつ（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3,6）が割り当て
られている。ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列に対しても同様である。
【００６４】
　また、Soundingリファレンス信号系列に対しては、９個のグループＧ1～Ｇ9をそれぞれ
異なるセクタ＃１．１、＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２・・・に順次割り当て
る。たとえば、セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、グループＧ1、Ｇ4およびＧ7

がそれぞれ割り当てられ、グループＧ1、Ｇ4およびＧ7のそれぞれのリファレンス信号系
列に基づくサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ6）を利用するこ
とができる。ただし、図２において説明したように、同じグループであっても、リソース
ブロック数の増加に応じて使用可能なリファレンス信号系列数も増加するので、Sounding
リファレンス信号系列の場合には繰り返し距離の問題は小さい。
【００６５】
　たとえばＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号が１リソースブロック、Soun
dingリファレンス信号が３リソースブロックである場合、図２に示すように、ＰＵＳＣＨ
／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号には、セル＃１～＃９にグループＧ1～Ｇ9のリファ
レンス信号系列Ｃ1.1～Ｃ1.9をそれぞれ割り当てる９セル繰り返しが用いられる。Soundi
ngリファレンス信号には、セル＃１～＃９のセクタ＃１．１～＃９．３にグループＧ1～
Ｇ9のリファレンス信号系列Ｃ3.1～Ｃ3.27をそれぞれ割り当てる２７セクタ繰り返しが用
いられる。従って、すべてのリファレンス信号の干渉レベルは、９セル繰り返し相当とな
る。具体例は後述する。
【００６６】
　このように、本実施例によれば、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号、ＰＵＣＣＨ復調
用リファレンス信号およびSoundingリファレンス信号におけるセクタあたりのサイクリッ
クシフト系列の系列数はそれぞれ２，２および６となる。ここで、各セクタに割り当てら
れるＰＵＳＣＨ復調用サイクリックシフト系列はＭＩＭＯの場合にのみ用いるのに対し、
ＰＵＣＣＨ復調用およびSounding用のサイクリックシフト系列はユーザ多重に用いられる
。なお、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号については、１スロットあたりのリファレン
ス信号が３ロングブロックであれば、上述のブロック拡散(Walsh covering)を用いること
によりＣＤＭ多重ユーザ数を２×３＝６に増加させることができる。
【００６７】
　１．５）系列割当の通知
　上りリンクのリファレンス信号はチャネル推定や伝搬路の品質測定のために使用される
ので、割り当てられるリファレンス信号系列は基地局および移動局の双方で予め知られて
いることが必要であり、そのために基地局は各移動局に対して使用するリファレンス信号
系列を通知する。
【００６８】
　本実施例によれば、使用されるリファレンス信号系列のグループを個々に通知するので
はなく、図３の最下行に示す系列通知番号を各移動局へ通知する。図３に示すような系列
割当テーブルを基地局および移動局の双方で予め共有しておけば、基地局が系列通知番号
を通知することでリファレンス信号系列グループおよびそのサイクリックシフト系列を特
定することができる。たとえば、系列通知番号“１”を受信すると、移動局は、ＰＵＳＣ
Ｈ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対してはＣＡＺＡＣ系列グループＧ1のサイク
リックシフト系列Ｓ1およびＳ4、Soundingリファレンス信号に対してはグループＧ1のサ
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イクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6を使用することが分かる。また、系列通知番号“５”を受
信すれば、移動局は、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対してはＣＡＺ
ＡＣ系列グループＧ2のサイクリックシフト系列Ｓ2およびＳ5、Soundingリファレンス信
号に対してはグループＧ5のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6をそれぞれ使用することが
分かる。
【００６９】
　このように、それぞれのリファレンス信号系列のグループに対応づけを行い、３種類の
リファレンス信号の系列グループを一括して通知することで、小さいオーバヘッドで必要
な系列割当情報を通知することが可能となる。
【００７０】
　なお、セル／セクタ固有の情報となるＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号のＣＡＺＡＣ
系列グループおよびそのサイクリックシフト系列、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の
ＣＡＺＡＣ系列グループとそのサイクリックシフト系列、および、Soundingリファレンス
信号のＣＡＺＡＣ系列の情報は、セルの共通チャネルであるＢＣＨ(Broadcast channel)
などで送信される。これらＢＣＨで送信される情報は上述の系列割当情報に含まれている
。また、ユーザ固有の情報となるＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号のサイクリックシフ
ト系列およびSoundingリファレンス信号のサイクリックシフト系列の情報は、主に下りリ
ンクの制御信号を送信するＰＤＣＣＨ(Physical Downlink Control Channel)などで送信
される。たとえば、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSoundingリファレンス信号
がＣＤＭ多重される場合、ユーザ固有のサイクリックシフト系列はユーザ固有の情報とし
て必要とされる。
【００７１】
　１．６）具体例
　次に、図１および図３に示す本実施例によるリファレンス信号系列割当方法の具体例を
提案する。
【００７２】
　図４（Ａ）はＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列長が１２、Soundi
ngリファレンス信号の系列長が３６の場合に各セルで用いられるＣＡＺＡＣ系列およびそ
れらのサイクリックシフト系列のセル繰り返し割当の一例を示すセル構成図であり、図４
（Ｂ）は同じくセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。セル／セクタ構成は
、図１（Ａ）および（Ｂ）と同じであるから説明は省略する。
【００７３】
　ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対しては、その系列長が１２である
から、図２における１リソースブロックの欄にあるＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9が使用さ
れる。また、Soundingリファレンス信号に対しては、その系列長が３６であるから、図２
における３リソースブロックの欄にあるＣＡＺＡＣ系列Ｃ3,1～Ｃ3,27が使用される。
【００７４】
　図４（Ａ）において、グループＧ1～Ｇ9のＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9がそれぞれ９セ
ル繰り返しで割り当てられ、各ＣＡＺＡＣ系列のサイクリックシフト系列Ｓ1-6が各セル
内の３つのセクタにそれぞれ割り振られる。たとえばセル＃１にはＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1

が割り当てられ、さらにセル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、系列Ｃ1,1のサイク
リックシフト系列Ｓ1,4、Ｓ2,5およびＳ3,6がそれぞれ割り振られている。
【００７５】
　図４（Ｂ）において、Soundingリファレンス信号に対するＣＡＺＡＣ系列Ｃ3,1～Ｃ3,2

7が２７セクタ繰り返しで割り当てられ、各セクタでは当該ＣＡＺＡＣ系列のサイクリッ
クシフト系列Ｓ1-6を利用可能である。たとえば、セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３
に系列Ｃ3,1、Ｃ3,4、Ｃ3,7がそれぞれ割り当てられ、セル＃２のセクタ＃２．１～＃２
．３に系列Ｃ3,2、Ｃ3,5、Ｃ3,8がそれぞれ割り当てられ、・・・というように割り当て
られている。
【００７６】
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　図５は図４のリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示す系列割当図である
。ここでは各セル／セクタにおける、ＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9およびＣ3,1～Ｃ3,27

とそれぞれのサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6との使用例が示されている。
【００７７】
　たとえばセル＃１では、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列に対してはグループＧ

1の系列Ｃ1,1が割り当てられ、セクタ＃１．１、＃１．２および＃１．３には、系列Ｃ1,

1のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの２つずつ（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3

,6）が割り当てられている。ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列に対しても同様であ
る。
【００７８】
　また、Soundingリファレンス信号系列に対しては、９個のグループＧ1～Ｇ9の系列Ｃ3,

1～Ｃ3,27がそれぞれ異なるセクタ＃１．１、＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２
・・・に順次割り当てる。たとえば、セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、グルー
プＧ1、Ｇ4およびＧ7の系列Ｃ3,1、Ｃ3,4、Ｃ3,7がそれぞれ割り当てられ、各セクタにお
いて割り当てられた系列のサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ6

）が利用可能となる。既に説明したように、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス
信号に対しては系列Ｃ1.1～Ｃ1.9をそれぞれ割り当てる９セル繰り返しが用いられ、Soun
dingリファレンス信号に対しては系列Ｃ3.1～Ｃ3.27をそれぞれ割り当てる２７セクタ繰
り返しが用いられる。従って、すべてのリファレンス信号の干渉レベルは、９セル繰り返
し相当となる。
【００７９】
　なお、図５は、一例として、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス系列長が１２
、Soundingリファレンス信号系列長が３６の場合に、実際に各セルで用いられるＣＡＺＡ
Ｃ系列およびサイクリックシフト系列の使用例を示したものである。すなわち、ここでは
、それぞれのリファレンス信号の系列長が最小の場合を例示しており、したがって繰り返
し距離も小さくなっている。
【００８０】
　このように各リファレンス信号系列長が最小の場合であっても、ＰＵＳＣＨ復調用リフ
ァレンス信号系列、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列、および、Soundingリファレ
ンス信号系列は、それぞれ９セル繰り返し、９セル繰り返し、および、２７セクタ繰り返
しで用いることとなり、すべてのリファレンス信号の干渉レベルは９セル繰り返し相当に
設定することができる。
【００８１】
　１．７）効果
　以上、本実施例によれば、各種リファレンス信号の特徴および要求条件（少なくとも最
小系列長およびユーザ多重数）を考慮して、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨ復調用リファレ
ンス信号に対してはセル繰り返し割当を、Soundingリファレンス信号に対してはセクタ繰
り返し割当をそれぞれ適用することで、同一ＣＡＺＡＣ系列の繰り返し距離を大きくする
繰り返し距離優先の系列割当を行う。したがって、リファレンス信号の系列数が小さい場
合やセル間干渉の影響が大きい環境での効果が期待できる。すなわち、セル間干渉の影響
を低減すると同時に、セクタあたりのサイクリックシフト系列数を多く確保できることが
できる。さらに、図３に例示したように、すべての用途のリファレンス信号の繰り返し距
離を等しくすることも可能であるため、セルの設計を簡単にすることができる。また、そ
れぞれのリファレンス信号のグループに対応づけを行うことにより、オーバヘッドを増大
させることなく系列の通知が可能である。
【００８２】
　２．第２実施例
　上述した第１実施例では、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨを復調するためのリファレンス信号
に対するグループ割当はセル繰り返しを用い、Soundingリファレンス信号に対するグルー
プ割当はセクタ繰り返しを用いたが、本発明はこれに限定されるものではない。本発明の
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第２実施例では、Soundingリファレンス信号系列長が３６の場合、Soundingリファレンス
信号に対するグループ割当にもセル繰り返しを用い、各グループに含まれる３つのリファ
レンス信号系列を３つのセクタにそれぞれ割り当てる。ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リ
ファレンス信号についは第１実施例と同様であるから説明は省略し、以下、Soundingリフ
ァレンス信号に対する系列割当についてのみ説明する。
【００８３】
　図６（Ａ）は本発明の第２実施例におけるリファレンス信号系列グループのセル繰り返
し割当の一例を示すセル構成図であり、図６（Ｂ）は本実施例におけるリファレンス信号
系列グループのセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【００８４】
　図６（Ｂ）に示すように、Soundingリファレンス信号に対するグループ割当は図６（Ａ
）と同じセル繰り返しを用いるが、各グループの３リソースブロックの場合の３ＣＡＺＡ
Ｃ系列（図２参照）を各セルの３つのセクタに割り当てることで、各セクタでそれらのサ
イクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6を使用することが可能となる。
【００８５】
　図７は本発明の第２実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。ここでは、図６（Ａ）および図６（Ｂ）で示すように、各セル／セ
クタにおけるリファレンス信号系列グループＧ1～Ｇ9およびそれぞれのサイクリックシフ
ト系列Ｓ1～Ｓ6の使用例が示されている。
【００８６】
　たとえばセル＃１では、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対してはグループＧ1が
割り当てられ、セクタ＃１．１、＃１．２および＃１．３には、６つのサイクリックシフ
ト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの２つずつ（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3,6）が割り当てられ
ている。ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列に対しても同様である。Soundingリファ
レンス信号系列でも同じグループＧ1が割り当てられているが、グループＧ1の３リソース
ブロックの欄のリファレンス信号系列Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ3,3がそれぞれセクタ＃１．１、
＃１．２、＃１．３に割り当てられている点が異なる。したがって、各セクタにおいて、
リファレンス信号系列Ｃ3,1、Ｃ3,2、Ｃ3,3の各々のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6が
利用可能となる。図７に示すように、他のセル＃２～＃９でも同様である。
【００８７】
　また、上りリンクのリファレンス信号はチャネル推定や伝搬路の品質測定のために使用
されるので、割り当てられるリファレンス信号系列は基地局および移動局の双方で予め知
られていることが必要であり、そのために基地局は各移動局に対して使用するリファレン
ス信号系列を通知する。本実施例によれば、第１実施例と同様に、図７の最下行に示す系
列通知番号を各移動局へ通知する。図７に示すような系列割当テーブルを基地局および移
動局の双方で予め共有しておけば、基地局が系列通知番号を通知することでリファレンス
信号系列グループおよびそのサイクリックシフト系列を特定することができる。
【００８８】
　本発明の第２実施例によれば、少なくとも最小系列長およびユーザ多重数を考慮して、
Soundingリファレンス信号に対するグループ割当にもセル繰り返しを用いる。具体的には
、Soundingリファレンス信号系列長が３６以上であれば、Soundingリファレンス信号に対
するグループ割当にもセル繰り返しを用い、各グループに含まれる３以上の異なるリファ
レンス信号系列（疑似直交系列）を各セル内の複数のセクタにそれぞれ割り当てる。これ
により、第１実施例と同様の効果に加えて、ＰＵＳＣＨ復調、ＰＵＣＣＨ復調およびSoun
ding用のリファレンス信号についてセルごとに同一のグループを割り当てることができる
ので系列割当制御が容易になるという更なる利点がある。
【００８９】
　３．第３実施例
　上記した第１および第２実施例は、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対しては系列
の繰り返し距離を優先する割当方法であったが、本発明はこれに限定されるものではない
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。本発明の第３実施例によれば、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対してユーザ多重
数を優先する割当方法を採用する。つまり、第３実施例では、ＰＵＳＣＨ復調用のリファ
レンス信号系列は第１および第２実施例と同様にセル繰り返しを用いるが、ＰＵＣＣＨ復
調用リファレンス信号系列およびSoundingリファレンス信号系列は共にセクタ繰り返しを
用いる。
【００９０】
　図８（Ａ）は本発明の第３実施例におけるＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対する
系列グループのセル繰り返し割当方法の一例を示すセル構成図、図８（Ｂ）はＰＵＣＣＨ
復調用リファレンス信号に対する系列グループのセクタ繰り返し割当方法の一例を示すセ
ル構成図、図８（Ｃ）はSoundingリファレンス信号に対する系列グループのセクタ繰り返
し割当方法の一例を示すセル構成図である。上記した第１および第２実施例と異なるのは
図８（Ｂ）のＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対する系列割当であるから、図８（Ｂ
）について以下説明する。
【００９１】
　３．１）ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列割当
　ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列グループは、セルあたりのサイクリックシフ
ト系列の系列数が大きく取れるように（すなわちユーザ多重数が大きくなるように）セク
タ繰り返しを用いる。この場合、それぞれのＣＡＺＡＣ系列のサイクリックシフト系列は
ＰＵＣＣＨを送信しているユーザのリファレンス信号の直交化のみに用いられる。
【００９２】
　図８（Ｂ）に示すように、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対するグループ割当は
セクタ繰り返しを用いる。すなわち、９個のグループＧ1～Ｇ9をそれぞれ異なるセクタ＃
１．１、＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２・・・に順次割り当てる。ここでは、
セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３にグループＧ1、Ｇ4およびＧ7がそれぞれ割り当て
られ、セル＃２のセクタ＃２．１～＃２．３にグループＧ2、Ｇ5およびＧ8がそれぞれ割
り当てられ、・・・というようにセクタ繰り返しでグループが割り当てられている。ただ
し、このグループの割当順は一例であり、たとえばセル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３
にグループＧ1～Ｇ3をそれぞれ割り当てることも可能である。
【００９３】
　このように割り当てることで、各セクタでは、割り当てられたグループのリファレンス
信号系列に基づく最大個数のサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ

6）を利用することが可能となる。したがって、既に述べたように、ＰＵＣＣＨ復調用リ
ファレンス信号が３リソースブロックの場合には、ブロック拡散（Walsh covering）を適
用することでＣＤＭユーザ多重数を最大１８個（６×３）に増加させることができる。こ
れらのサイクリックシフト系列はＰＵＣＣＨを送信しているユーザのリファレンス信号の
直交化のみに用いることができる。
【００９４】
　３．２）系列割当テーブル
　本実施例によれば、上述した各種リファレンス信号の特徴および要求条件を考慮して、
図８（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対してはセル繰
り返し割当を、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSoundingリファレンス信号に対
してはセクタ繰り返し割当をそれぞれ適用する。この割当方法をセル／セクタごとにみる
と次のように記述できる。
【００９５】
　図９は本発明の第３実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。ここでは、図８（Ａ）～（Ｃ）で示すように、各セル／セクタにお
けるＣＡＺＡＣ系列グループＧ1～Ｇ9およびそれぞれのサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6

の使用例が示されている。
【００９６】
　たとえばセル＃１では、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列に対してはグループＧ
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1が割り当てられ、セクタ＃１．１、＃１．２および＃１．３には、６つのサイクリック
シフト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの２つずつ（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3,6）が割り当て
られている。
【００９７】
　これに対して、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列およびSoundingリファレンス信
号系列に対しては、９個のグループＧ1～Ｇ9をそれぞれ異なるセクタ＃１．１、＃１．２
、＃１．３、＃２．１、＃２．２・・・に順次割り当てる。たとえば、セル＃１のセクタ
＃１．１～＃１．３には、グループＧ1、Ｇ4およびＧ7がそれぞれ割り当てられ、グルー
プＧ1、Ｇ4およびＧ7のそれぞれのリファレンス信号系列に基づくサイクリックシフト系
列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ6）を利用することができる。
【００９８】
　なお、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号が１リソースブロック、Soundi
ngリファレンス信号が３リソースブロックである場合、図２において説明したように、同
じグループであっても、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列は９個の系列Ｃ1.1～Ｃ1

.9であり、Soundingリファレンス信号系列は２７個の系列Ｃ3.1～Ｃ3.27となる。したが
って、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号には、セクタ＃１．１～＃９．３にグループＧ

1～Ｇ9のリファレンス信号系列Ｃ1.1～Ｃ1.9を順次割り当てる９セクタ繰り返しが用いら
れ、このリファレンス信号の干渉レベルは３セル繰り返し相当となる。
【００９９】
　すなわち、ＰＵＳＣＨの復調に用いるリファレンス信号の系列、ＰＵＣＣＨの復調に用
いるリファレンス信号の系列、Soundingリファレンス信号の系列はそれぞれ９セル繰り返
し、９セクタ繰り返し、２７セクタ繰り返しで用い、それぞれのリファレンス信号は９セ
ル繰り返し、３セル繰り返し、９セル繰り返し相当のセル間干渉レベルとなる。
【０１００】
　また、セクタあたりのサイクリックシフト系列の系列数は、ＰＵＳＣＨに復調に用いる
リファレンス信号、ＰＵＣＣＨの復調に用いるリファレンス信号、Soundingリファレンス
信号においてそれぞれ、２，６，６となる。ただし、各セルに割り当てられるＰＵＳＣＨ
の復調に用いるサイクリックシフト系列はＭＩＭＯの場合にのみ用いるのに対し、ＰＵＣ
ＣＨの復調およびSoundingに用いるサイクリックシフト系列はユーザ多重に用いることに
なる。
【０１０１】
　３．３）系列割当の通知
　上りリンクのリファレンス信号はチャネル推定や伝搬路の品質測定のために使用される
ので、割り当てられるリファレンス信号系列は基地局および移動局の双方で予め知られて
いることが必要であり、そのために基地局は各移動局に対して使用するリファレンス信号
系列を通知する。
【０１０２】
　本実施例によれば、使用されるリファレンス信号系列のグループを個々に通知するので
はなく、図９の最下行に示す系列通知番号を各移動局へ通知する。図９に示すような系列
割当テーブルを基地局および移動局の双方で予め共有しておけば、基地局が系列通知番号
を通知することでリファレンス信号系列グループおよびそのサイクリックシフト系列を特
定することができる。たとえば、系列通知番号“１”を受信すると、移動局は、ＰＵＳＣ
Ｈ復調用リファレンス信号に対してはＣＡＺＡＣ系列グループＧ1のサイクリックシフト
系列Ｓ1およびＳ4を使用可能であり、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSounding
リファレンス信号に対してはグループＧ1のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6を使用する
ことが分かる。
【０１０３】
　このように、それぞれのリファレンス信号系列のグループに対応づけを行い、３種類の
リファレンス信号の系列グループを一括して通知することで、小さいオーバヘッドで必要
な系列割当情報を通知することが可能となる。
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【０１０４】
　なお、セル／セクタ固有の情報となるＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号のＣＡＺＡＣ
系列グループおよびそのサイクリックシフト系列、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の
ＣＡＺＡＣ系列グループとそのサイクリックシフト系列、および、Soundingリファレンス
信号のＣＡＺＡＣ系列の情報は、セルの共通チャネルであるＢＣＨ(Broadcast channel)
などで送信される。また、ユーザ固有の情報となるＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の
サイクリックシフト系列およびSoundingリファレンス信号のサイクリックシフト系列の情
報は、主に下りリンクの制御信号を送信するＰＤＣＣＨ(Physical Downlink Control Cha
nnel)などで送信される。たとえば、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSounding
リファレンス信号がＣＤＭ多重される場合、ユーザ固有のサイクリックシフト系列はユー
ザ固有の情報として必要とされる。
【０１０５】
　３．４）具体例
　次に、図８および図９に示す本実施例によるリファレンス信号系列割当方法の具体例を
提案する。
【０１０６】
　図１０（Ａ）はＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列長が１２、Soun
dingリファレンス信号の系列長が３６の場合に、各セルで用いられるＰＵＳＣＨ復調用リ
ファレンス信号の系列およびそれらのサイクリックシフト系列のセル繰り返し割当の一例
を示すセル構成図であり、図１０（Ｂ）は、同じく各セルで用いられるＰＵＣＣＨ復調用
リファレンス信号の系列およびそれらのサイクリックシフト系列のセクタ繰り返し割当の
一例を示すセル構成図であり、および図１０（Ｃ）は同じくSoundingリファレンス信号の
系列のセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【０１０７】
　なお、セル／セクタ構成は図８（Ａ）～（Ｃ）と同じであり、図１０（Ａ）および（Ｃ
）は図４（Ａ）および（Ｂ）とそれぞれ同じであるから、説明は省略する。また、ＰＵＳ
ＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対しては、その系列長が１２であるから、図
２における１リソースブロックの欄にあるＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9が使用される。ま
た、Soundingリファレンス信号に対しては、その系列長が３６であるから、図２における
３リソースブロックの欄にあるＣＡＺＡＣ系列Ｃ3,1～Ｃ3,27が使用される。
【０１０８】
　図１０（Ｂ）において、グループＧ1～Ｇ9のＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9がそれぞれ９
セクタ繰り返しで割り当てられる。たとえばセル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、
系列Ｃ1,1、Ｃ1,4およびＣ1,7がそれぞれ割り振られている。各セクタにおいて、それぞ
れのＣＡＺＡＣ系列のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6が使用可能である。
【０１０９】
　図１１は図１０のリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示す系列割当図で
ある。ここでは各セル／セクタにおける、ＣＡＺＡＣ系列Ｃ1,1～Ｃ1,9およびＣ3,1～Ｃ3

,27とそれぞれのサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6との使用例が示されている。
【０１１０】
　たとえばセル＃１では、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列に対してはグループＧ

1の系列Ｃ1,1が割り当てられ、セクタ＃１．１、＃１．２および＃１．３には、系列Ｃ1,

1のサイクリックシフト系列Ｓ1～Ｓ6のうちの２つずつ（ここではＳ1,4、Ｓ2,5およびＳ3

,6）が割り当てられている。
【０１１１】
　ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列に対しては、９個のグループＧ1～Ｇ9の系列Ｃ

1,1～Ｃ1,9がそれぞれ異なるセクタ＃１．１、＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２
・・・に順次割り当てる。たとえば、セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、グルー
プＧ1、Ｇ4およびＧ7の系列Ｃ1,1、Ｃ1,4、Ｃ1,7がそれぞれ割り当てられ、各セクタにお
いて割り当てられた系列のサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ6
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）が利用可能となる。
【０１１２】
　また、Soundingリファレンス信号系列に対しては、９個のグループＧ1～Ｇ9の系列Ｃ3,

1～Ｃ3,27がそれぞれ異なるセクタ＃１．１、＃１．２、＃１．３、＃２．１、＃２．２
・・・に順次割り当てる。たとえば、セル＃１のセクタ＃１．１～＃１．３には、グルー
プＧ1、Ｇ4およびＧ7の系列Ｃ3,1、Ｃ3,4、Ｃ3,7がそれぞれ割り当てられ、各セクタにお
いて割り当てられた系列のサイクリックシフト系列（ここではＳ1-6、すなわちＳ1～Ｓ6

）が利用可能となる。
【０１１３】
　なお、図１１は、一例として、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス系列長が１
２、Soundingリファレンス信号系列長が３６の場合に、実際に各セルで用いられるＣＡＺ
ＡＣ系列およびサイクリックシフト系列の使用例を示したものである。すなわち、ここで
は、それぞれのリファレンス信号の系列長が最小の場合を例示している。本実施例では、
ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列、ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列、およ
び、Soundingリファレンス信号系列は、それぞれ９セル繰り返し、９セクタ繰り返し、お
よび、２７セクタ繰り返しで用いることとなり、それぞれのリファレンス信号の干渉レベ
ルは９セル繰り返し、３セル繰り返し、および、９セル繰り返し相当となる。
【０１１４】
　３．５）効果
　以上、本実施例によれば、各種リファレンス信号の特徴および要求条件（少なくとも最
小系列長およびユーザ多重数）を考慮して、ＰＵＳＣＨに対してはセル繰り返し割当を、
ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSoundingリファレンス信号に対してはセクタ繰
り返し割当をそれぞれ適用することで、繰り返し距離よりもＰＵＣＣＨのユーザ多重数を
優先する系列割当を行う。したがって、ＰＵＣＣＨの復調に用いるＣＡＺＡＣ信号系列の
繰り返し距離が第１および第２実施例よりも小さくなるため、ＰＵＣＣＨの復調に用いる
ＣＡＺＡＣ信号の系列数が比較的大きい場合やセル間干渉の影響が小さい環境での効果が
期待できる。
【０１１５】
　４．移動通信システム
　４．１）基地局
　本発明による移動通信システムの基地局は各移動局に対して系列通知番号を送信するこ
とで、上述した第１～第３実施例で説明したように、上りリンクリファレンス信号のＣＡ
ＺＡＣ系列を通知する。以下、基地局の構成および動作を簡単に説明する。
【０１１６】
　図１２は本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける基地局の主要構成を示すブロック図である。ここでは、基地局１０が複
数の移動局２０（ＵＥ１、ＵＥ２・・・）を収容しているものとする。
【０１１７】
　無線通信制御部１０１は、セクタごとに、例えば図１６に示す所定の周波数／時間多重
構成にしたがって複数の移動局ＵＥとの通信を制御する。たとえば、無線通信制御部１０
１は、複数の移動局ＵＥから受信する多重信号を分離してＰＵＳＣＨ再生部１０２、ＰＵ
ＣＣＨ再生部１０３およびＣＱＩ測定部１０４へそれぞれ出力し、またＰＤＣＣＨ生成部
１０７、ＢＣＨ生成部１０８およびリファレンス信号生成部１０９から各種送信信号を所
定の周波数／時間多重構成に従って多重し、複数の移動局へ送信する。
【０１１８】
　ＣＱＩ測定部１０４は、各移動局からのSoundingリファレンス信号を受信することで、
上りリンクの伝搬路品質を測定し、制御部１０５およびスケジューラ１０６へ出力する。
スケジューラ１０６は、制御部１０５の制御の下で、測定された各移動局の上りリンク伝
搬路品質を用いて伝搬路依存の周波数スケジューリングを行う。
【０１１９】
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　スケジューラ１０６は、ユーザ固有の情報となるＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の
サイクリックシフト系列およびSoundingリファレンス信号のサイクリックシフト系列の情
報をＰＤＣＣＨ生成部１０７へ出力し、ＰＤＣＣＨ生成部１０７および無線通信制御部１
０１によって下りリンクの制御信号として各移動局へ送信される。
【０１２０】
　制御部１０５は、セル／セクタ固有の情報となるＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号の
ＣＡＺＡＣ系列グループおよびそのサイクリックシフト系列、ＰＵＣＣＨ復調用リファレ
ンス信号のＣＡＺＡＣ系列グループとそのサイクリックシフト系列、および、Soundingリ
ファレンス信号のＣＡＺＡＣ系列の情報をＢＣＨ生成部１０８へ出力し、ＢＣＨ生成部１
０８および無線通信制御部１０１を通してブロードキャストされる。
【０１２１】
　さらに、制御部１０５は、ＣＡＺＡＣ系列表記憶部１１０に格納されている系列割当テ
ーブルおよび系列グループを参照して、使用すべき系列を選択する。系列割当テーブルは
、既に例示した図３／図５、図７あるいは図９／図１１に示すテーブルであり、系列グル
ープは図２に例示されている。なお、ＣＡＺＡＣ系列表記憶部１１０に格納されている系
列割当テーブルは、工場出荷時に設定されていてもよいし、設置時あるいは設置後に適宜
設定あるいは更新されてもよい。
【０１２２】
　第１実施例によれば、制御部１０５は、各種リファレンス信号の特徴および要求条件（
少なくとも最小系列長およびユーザ多重数）を考慮して系列割当テーブルに従い、ＰＵＳ
ＣＨおよびＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号に対しては系列のセル繰り返し割当を、So
undingリファレンス信号に対しては系列のセクタ繰り返し割当をそれぞれ選択するように
スケジューラ１０６を制御する。これにより同一のリファレンス信号系列（疑似直交系列
）の繰り返し距離を大きくすることができる（繰り返し距離優先）。
【０１２３】
　第２実施例によれば、制御部１０５は、少なくとも最小系列長およびユーザ多重数を考
慮して、Soundingリファレンス信号系列長が３６以上であれば、Soundingリファレンス信
号に対するグループ割当にもセル繰り返しを選択するようにスケジューラ１０６を制御す
る。この場合、各グループに含まれる３以上の異なるリファレンス信号系列（疑似直交系
列）が各セル内の複数のセクタにそれぞれ割り当てられる。
【０１２４】
　第３実施例によれば、制御部１０５は、少なくとも最小系列長およびユーザ多重数を考
慮して、ＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対しては系列のセル繰り返し割当を、ＰＵ
ＣＣＨ復調用リファレンス信号およびSoundingリファレンス信号に対しては系列のセクタ
繰り返し割当をそれぞれ選択するようにスケジューラ１０６を制御する。これにより、繰
り返し距離よりもＰＵＣＣＨのユーザ多重数を優先する系列割当が行われる。
【０１２５】
　また、ＣＡＺＡＣ系列表記憶部１１０に上述した系列割当テーブルを格納しておくこと
で、基地局が系列通知番号を通知するだけで各移動局に対してリファレンス信号系列グル
ープを指定することができ、オーバヘッドを増大させることがない。
【０１２６】
　なお、制御部１０５およびスケジューラ１０６は、プログラム制御プロセッサ上でプロ
グラムを実行することにより、上述した各実施例を実現することもできる。
【０１２７】
　４．２）移動局
　図１３は本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける移動局の主要構成を示すブロック図である。移動局２０ではリソース管
理を行わないので、送受信に使用するリソースは基地局１０から受信した上りおよび下り
リソース割当情報に従って設定される。既に述べたように、移動局２０は、基地局１０か
ら通知された系列通知番号等の情報に従って、使用すべきＣＡＺＡＣ系列およびそのサイ
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クリックシフト量を設定する。以下、移動局の構成および動作を簡単に説明する。
【０１２８】
　図１３において、無線通信部２０１により基地局１０から受信した多重信号は、ＰＤＣ
ＣＨ抽出部２０２によりユーザ固有のリファレンス信号系列に関する情報が抽出され、Ｂ
ＣＨ抽出部２０３によりセルまたはセクタ固有のリファレンス信号系列に関する情報が抽
出される。制御部２０４は、基地局から通知された系列通知番号やサイクリックシフト情
報にしたがってＣＡＺＡＣ系列の決定およびサイクリックシフト制御などの制御を行う。
【０１２９】
　ＰＵＳＣＨ生成部２０５はＰＵＳＣＨのデータ信号を生成し、離散フーリエ変換部ＤＦ
Ｔ２１２によってＰＵＳＣＨデータ信号を周波数領域に変換した後、信号選択部２１３へ
出力する。
【０１３０】
　ＰＵＣＣＨ生成部２０６はＰＵＣＣＨの制御信号を生成し、ＣＡＺＡＣ系列拡散部２０
７はＣＡＺＡＣ系列生成部２０８から入力した周波数領域のＣＡＺＡＣ系列を用いてＰＵ
ＣＣＨの制御信号を拡散する。このＣＡＺＡＣ系列は、基地局から通知された系列通知番
号等の通知情報に従ってＣＡＺＡＣ系列生成部２０８により生成されたものであり、移動
局２０で用いられるＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列と同じものである。
【０１３１】
　ＣＡＺＡＣ系列生成部２０８は周波数領域のＣＡＺＡＣ系列を生成し、ＣＡＺＡＣ系列
拡散部２０７およびブロック拡散部２１１へ出力する。ブロック拡散部２０９は、ブロッ
ク拡散符号生成部２１０からの拡散符号を用いてＰＵＣＣＨの拡散制御信号のブロック拡
散を行い信号選択部２１３へ出力する。ブロック拡散部２１１は、ブロック拡散符号生成
部２１０からの拡散符号を用いて、ＣＡＺＡＣ系列生成部２０８から入力した周波数領域
のＣＡＺＡＣ系列のブロック拡散を行い信号選択部２１３へ出力する。ブロック拡散符号
生成部２１０は、ＰＵＣＣＨおよびリファレンス信号のブロック拡散に用いる符号をそれ
ぞれ生成する。
【０１３２】
　信号選択部２１３は、制御部２０４の制御の下で、ＤＦＴ２１２からのＰＵＳＣＨデー
タ信号、ブロック拡散部２０９からのＰＵＣＣＨ制御信号、および、ブロック拡散部２１
１からのリファレンス信号を順次選択し、たとえば図１６に示す時間方向の分割多重を行
い、サブキャリアマッピング部２１４へ出力する。サブキャリアマッピング部２１４は、
信号選択部２１３から入力した周波数領域の信号を割り当てられたリソースブロックのサ
ブキャリアにマッピングし、それを逆フーリエ変換部ＩＦＦＴ２１５によって時間領域の
信号に変換する。
【０１３３】
　続いて、サイクリックシフト部２１６は、制御部２０４の制御の下で、ＣＡＺＡＣ系列
のサイクリックシフトを行う。すなわち、ＰＵＳＣＨの場合にはサイクリックシフト量を
０に設定してサイクリックシフトは行わない。ＰＵＣＣＨおよびリファレンス信号の場合
には、制御部２０４は６パターンのサイクリックシフト量を指示し、時間領域のＣＡＺＡ
Ｃ信号にサイクリックシフトを行う。続いて、サイクリックプレフィックス付加部２１７
は、こうして得られた時間領域の信号にサイクリックプレフィックスを付加して無線通信
部２０１へ出力する。
【０１３４】
　ＣＡＺＡＣ系列表記憶部２１８には、ＣＡＺＡＣ系列割当制御に用いられる符号割当テ
ーブルおよび系列グループが格納され、制御部２０４は、基地局から通知された符号通知
番号を用いて符号割当テーブルをサーチし、当該符号通知番号およびサイクリックシフト
情報に従ってＣＡＺＡＣ系列を決定する。決定されたＣＡＺＡＣ系列に従って、ＣＡＺＡ
Ｃ系列生成部２０８は周波数領域のＣＡＺＡＣ系列を生成する。系列割当テーブルの例は
、基地局と同じ図３／図５、図７あるいは図９／図１１に示され、系列グループの例は図
２に示されている。
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【０１３５】
　なお、制御部２０４は、プログラム制御プロセッサ上でプログラムを実行することによ
り、上述した各実施例を実現することもできる。
【０１３６】
　４．３）動作
　図１４は本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける系列割当手順を示すシーケンス図である。以下、基地局ｅＮＢのＣＡＺ
ＡＣ系列表記憶部１１０および移動局ＵＥのＣＡＺＡＣ系列表記憶部２１８には、第１実
施例～第３実施例のいずれかの系列割当テーブルが共通に保持されているものとする。
【０１３７】
　基地局ｅＮＢのスケジューラ１０６が当該移動局ＵＥに対して使用すべきＣＡＺＡＣ系
列を決定すると、ＰＤＣＣＨ生成部１０７およびＢＣＨ生成部１０８を通して系列割当テ
ーブルの系列通知番号やサイクリックシフト情報等を当該移動局ＵＥへ通知する（ステッ
プＳ３０１）。移動局ＵＥの制御部２０４は、通知された系列通知番号およびサイクリッ
クシフト情報から系列割当テーブルの各種リファレンス信号のＣＡＺＡＣ系列を決定する
。
【０１３８】
　ＰＵＳＣＨ生成部２０５から上りデータ信号を送信する場合には、ＣＡＺＡＣ系列生成
部２０８がＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号系列を生成し、サイクリックシフト部２１
６で当該移動局ＵＥの固有サイクリックシフトを行うことで、ＰＵＳＣＨ復調用リファレ
ンス信号（ＰＵＳＣＨ　ＤＭ　ＲＳ）として送信される（ステップＳ３０３）。
【０１３９】
　ＰＵＣＣＨ生成部２０６から上り制御信号を送信する場合には、ＣＡＺＡＣ系列生成部
２０８がＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号系列を生成し、サイクリックシフト部２１６
で当該移動局ＵＥの固有サイクリックシフトを行うことで、ＰＵＣＣＨ復調用リファレン
ス信号（ＰＵＣＣＨ　ＤＭ　ＲＳ）として送信される（ステップＳ３０４）。この場合、
既に述べたように、ブロック拡散によりＣＤＭユーザ多重数を増加させることもできる。
【０１４０】
　ＣＡＺＡＣ系列生成部２０８により系列通知番号に対応するグループのＣＡＺＡＣ系列
をSoundingリファレンス信号系列として使用する場合には、サイクリックシフト部２１６
で当該移動局ＵＥの固有サイクリックシフトを行うことで、Soundingリファレンス信号が
送信される（ステップＳ３０５）。
【０１４１】
　なお、系列通知番号が新たに通知された場合には（ステップＳ３０６）、以上のシーケ
ンスＳ３０１～Ｓ３０５が繰り返される。
【０１４２】
　５．その他の実施例
　上記第１～第３実施例では、複数の系列長のＣＡＺＡＣ系列を含むグループ単位で系列
を割り当てる場合について説明したが、グループ化されていない複数の系列長のＣＡＺＡ
Ｃ系列をそれぞれ割り当てる場合にも、本発明は同様に適用ができる。
【０１４３】
　また、上述の各実施例においては、リファレンス信号の種類として、ＰＵＳＣＨ(Physi
cal Uplink Shared Channel)復調用リファレンス信号、ＰＵＣＣＨ(Physical Uplink Con
trol Channel)復調用リファレンス信号、およびSoundingリファレンス信号を用いて説明
したが、これらのリファレンス信号の種類が変わったとしても本願の発明は適用可能であ
る。リファレンス信号の最小系列長または要求される移動局多重数の少なくとも一方に基
づいて、セル繰り返しやセクタ繰り返しなどの複数の繰り返しパターンのいずれかを適用
することで、セル間干渉の影響を低減するとともにセクタあたりで多重できるユーザ数を
多くすることができる。
【産業上の利用可能性】
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【０１４４】
　本発明はリファレンス信号系列の割当を行う移動無線セルラシステム一般に適用可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０１４５】
【図１】（Ａ）は本発明の第１実施例におけるリファレンス信号系列グループのセル繰り
返し割当の一例を示すセル構成図であり、（Ｂ）は本実施例におけるリファレンス信号系
列グループのセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【図２】複数系列長のＣＡＺＡＣ系列を含むグループを示す図である。
【図３】本発明の第１実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。
【図４】（Ａ）はＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列長が１２、Soun
dingリファレンス信号の系列長が３６の場合に各セルで用いられるＣＡＺＡＣ系列および
それらのサイクリックシフト系列のセル繰り返し割当の一例を示すセル構成図であり、（
Ｂ）は同じくセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【図５】図４のリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示す系列割当図である
。
【図６】（Ａ）は本発明の第２実施例におけるリファレンス信号系列グループのセル繰り
返し割当の一例を示すセル構成図であり、（Ｂ）は本実施例におけるリファレンス信号系
列グループのセクタ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【図７】本発明の第２実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。
【図８】（Ａ）は本発明の第３実施例におけるＰＵＳＣＨ復調用リファレンス信号に対す
る系列グループのセル繰り返し割当方法の一例を示すセル構成図、（Ｂ）はＰＵＣＣＨ復
調用リファレンス信号に対する系列グループのセクタ繰り返し割当方法の一例を示すセル
構成図、（Ｃ）はSoundingリファレンス信号に対する系列グループのセクタ繰り返し割当
方法の一例を示すセル構成図である。
【図９】本発明の第３実施例によるリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示
す系列割当図である。
【図１０】（Ａ）はＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ復調用リファレンス信号の系列長が１２、So
undingリファレンス信号の系列長が３６の場合に、各セルで用いられるＰＵＳＣＨ復調用
リファレンス信号の系列およびそれらのサイクリックシフト系列のセル繰り返し割当の一
例を示すセル構成図であり、（Ｂ）は、同じく各セルで用いられるＰＵＣＣＨ復調用リフ
ァレンス信号の系列およびそれらのサイクリックシフト系列のセクタ繰り返し割当の一例
を示すセル構成図であり、および（Ｃ）は同じくSoundingリファレンス信号の系列のセク
タ繰り返し割当の一例を示すセル構成図である。
【図１１】図１０のリファレンス信号系列の割当をセル／セクタごとに示す系列割当図で
ある。
【図１２】本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける基地局の主要構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける移動局の主要構成を示すブロック図である。
【図１４】本発明の第１～第３実施例のいずれかによる系列割当方法を適用した移動通信
システムにおける系列割当手順を示すシーケンス図である。
【図１５】ＣＡＺＡＣ系列に基づくサイクリックシフトを説明するための模式図である。
【図１６】ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨとそれらの復調用リファレンス信号およびSoundi
ngリファレンス信号とを含むスロットのリソース割当の一例を示すフォーマット図である
。
【図１７】ＰＵＣＣＨのスロット構成の一例を示すフォーマット図である。
【図１８】（Ａ）はセル構成の一例を示す模式図、（Ｂ）はリファレンス信号系列として
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を示す模式図である。
【符号の説明】
【０１４６】
１０　基地局
１０１　無線通信制御部
１０２　ＰＵＳＣＨ再生部
１０３　ＰＵＣＣＨ再生部
１０４　ＣＱＩ測定部
１０５　制御部
１０６　スケジューラ
１０７　ＰＤＣＣＨ生成部
１０８　ＢＣＨ生成部
１０９　リファレンス信号生成部
１１０　ＣＡＺＡＣ系列表記憶部
２０　移動局
２０１　無線通信部
２０２　ＰＤＣＣＨ抽出部
２０３　ＢＣＨ抽出部
２０４　制御部
２０５　ＰＵＳＣＨ生成部
２０６　ＰＵＣＣＨ生成部
２０７　ＣＡＺＡＣ系列拡散部
２０８　ＣＡＺＡＣ系列生成部
２０９　ブロック拡散部
２１０　ブロック拡散符号生成部
２１１　ブロック拡散部
２１２　ＤＦＴ
２１３　信号選択部
２１４　サブキャリアマッピング部
２１５　ＩＦＦＴ
２１６　サイクリックシフト部
２１７　サイクリックプレフィックス付加部
２１８　ＣＡＺＡＣ系列表記憶部
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